








（Friedrich Nicolaiʼs Leben und Sonderbare Meinungen. Ein Beitrag zur
Litterargeschichte des Vergangenen und zur Pädagogik des angehenden
Jahrhunderts, 1801）の第⚒章から第⚕章である。底本には，アカデミー
版全集（J. G. Fichte ─ Gesamtausgabe der Bayerischen Akademie der
Wissenschaften, Reihe I, Bd. 7, hrsg. von Hans Gliwitzky und Reinhard




は，⽝藤女子大学キリスト教文化研究所紀要⽞第 17 号（2018 年⚓月，
101-116 頁1）に掲載されている。
1 この訳をダウンロードできるサイトのページのURL は以下の通り（2019
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訳注 2 ⽝ヘルマンの戦い。戯曲のための愛国詩⽞（Hermanns Schlacht. Ein
Bardiet für die Schaubühne, Hamburg und Bremen 1769）の献辞⽛皇帝陛下
殿⽜を参照。
訳注 3 ニコライは 1801 年に再び⽝新ドイツ百科叢書⽞（Neue allgemeine deut-





























の作り話である。Vgl. GA I/7, S. 377 Anm. 7’.
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訳注 8 アカデミー版の編者によると，これはフィヒテの誤りである。L. F. G. v.
Göckingk, Friedrich Nicolaiʼs Leben und literarischer Nachlaß（Berlin 1820）
に収録されているニコライの自伝的報告（S. 8 ff.）を参照。ニコライに対し
て古典的教養が欠けていると非難した最初の人物は，ヨーハン・ハインリ
ヒ・フ ォ ス（Johann Heinrich Voß, 1751-1826）で あ る。Vgl. Johann
Heinrich Voß, „Verhör über einen Rezensenten in der allgemeinen
deutschen Bibliothek“, „Folge des Verhörs über einen Berliner Rezensenten“
und „Zweite Folge des Verhörs über einen Berliner Rezensenten“, in
Deutsches Museum, Bd. 2, St. 8, Leibzig, August 1779, S. 158-172; Bd. 1, St. 3,
März 1780, S. 264-272; Bd. 2, St. 11, Nov. 1780, S. 446-460. フォスはそこで，
⽝ドイツ百科叢書⽞（Allgemeine deutsche Bibliothek. 以降，ADBと略記）第
37 巻に掲載された，ボドマー（Johann Jakob Bodmer, 1698-1783）とシュト
ルベルク（Friedrich Leopold Stolberg, 1750-1819）によるホメロスの翻訳に






















を聴かせろという警告になるかも知れない⽜（Deutsches Museum, Bd. 2, St.






（Deutsches Museum, Bd. 2, St. 11, Nov. 1780, S. 457-458）。Vgl. GA I/7, S. 378
Anm. 8.
訳注 9 メンデルスゾーンとレッシングのこと。訳注⚘で触れたニコライの自伝
的報告（a. a. O., S. 17）を参照。⽛レッシング及び，その後まもなく彼を介し
てモーゼス・メンデルスゾーンと知り合ったのは，1755 年のはじめのこと
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訳注12 レッシングのこと。
訳注13 フィヒテがここで言及しているのは，ニコライがレッシング及びメンデ
ル ス ゾ ー ン と 共 同 で⽝文 芸 美 術 文 庫⽞（Bibliothek der schönen
Wissenschaften und der freien Künste）の編集理念をかたちにしたことであ
る。この雑誌は，ニコライが 1757 年から 1759 年まで⚔巻にわたって編集
発行したものである。実家の出版社を継ぐためこの雑誌の編集職を退いた
ニコライは，その後自分の出版社から，⽝最新文学にかんする書簡⽞（Briefe,
die neueste Literatur betreffend）を 1759 年から 1765 年まで編集発行した。
これもまたレッシング及びメンデルスゾーンとの協力の賜物である。Vgl.
GA I/7, S. 379 Anm. 12. 戸叶，前掲書，31-39 頁参照。
訳注14 アカデミー版の編者は，ニコライが編集した，レッシング-ラムラー，エ
シェンブルク，メンデルスゾーン，ニコライ間の⽝往復書簡⽞（Gotthold
Ephraim Lessings Briefwechsel mit Karl Wilhelm Ramler, Johann Joachim
Eschenburg und Friedrich Nicholai. Nebst einigen Anmerkungen über





































るのだから⽜。Vgl. GA I/7, S. 379 Anm. 13, 398 Anm. 9.






















































































(⚑) 文中で 1803 年と述べていることについては事情は以下のとおり
である。訳注17ニコライは旅行記第 11 巻において，フィヒテとその全
















てはフィヒテに 1840 年までの猶予さえ許されるはずもない，1804 年
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訳注18 ニコライ⽝ドイツ・スイス旅行記⽞第 11 巻（1796）参照。⽛彼らが 1795
年に無条件だとみなしたものが 1840 年に条件付きのものとなる可能性はな






（Hieronymus Eusebius Augustinus Doktor der Philosophie und Magister
aller sieben freyen Künste, als da sind: Gramatik, Rhetorik, Dialektik,
Arithmetik, Geometrie, Astronomie und Musik, Briefe über die allerneuste
prophetische Guckkastenphilosophie des ewigen Juden. Nebst einem Anhange
über die von dem Herrn Geheimenrath Schwab in seiner neusten Preisschrift
gemachten Einwürfe gegen die kritische Philosophie, o. O. 1797）のこと。著
者は，ヨーハン・ゴトフリート・イマヌエル・ベルガー（Johann Gottfried
Immanuel Berger, 1773-1803：プロテスタントの神学者）。併せて，以下の
原注(1)，(2)の記述を参照。Vgl. GA I/7, S. 381 Anm. 4.
訳注20 ニコライ⽝フリードリヒ・シラーのミューズ年鑑 1797 年版に対する補遺
論考⽞（Anhang zu Friedrich Schillers Musen-Almanach für das Jahr 1797,




















































































































































































































































































































ことになるだろう⽜（NADB, Bd. 56, St. 1, Berlin und Stettin 1801, S. 167-


































含む補遺を添えて⽞（Beschreibung von Königlichen Residenzstädte Berlin
und Potsdam und aller daselbst befindlicher Merkwürdigkeiten. Nebst einem
Anhange, enthaltend die Leben aller Künstler, die seit Churfürst Friedrich
Wilhelms des Großen Zeiten in Berlin gelebet haben, oder deren Kunstwerke
daselbst befindlich sind, Berlin 1769）のこと。
訳注24 erfuchte を ersuchte に変更するアカデミー版の校訂に従う。Vgl. GA
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訳注26 1783 年から 1796 年まで刊行された⽝ベルリン月報⽞（Berlinische
Monatsschrift）は，⽝ベルリン新聞⽞（Berlinische Blätter, 1797-1798）を経




















74 藤女子大学キリスト教文化研究所紀要 勝西：フィヒテ著⽝フリードリヒ・ニコライの生涯と奇妙な意見⽞（1801 年）⑵ 75
訳注27 ⽝若きヴェルテルの喜び。成人したヴェルテルの悩みと喜び⽞（Freuden




ついて⽞全⚒巻（Geschichte eines dicken Mannes worin drey Heurathen und
drey Körbe nebst viel Liebe, 2 Bände, Berlin und Stettin 1794. 以降，⽝肥った
男⽞と略記）のこと。
訳注30 ⽝ドイツの哲学者，ゼンプロニウス・グンディベルトの生涯と意見。最新
ドイツ哲学の二編の資料を添えて⽞（Leben und Meinungen Sempronius
Gundibertʼs eines deutschen Philosophen. Nebst zwey Urkunden der neuesten
deutschen Philosophie, Berlin und Stettin 1798. 以降，⽝ゼンプロニウス・グ
ンディベルト⽞と略記）のこと。フィヒテはニコライに異を唱えるために，
この本に似せて自分の著作のタイトルを付けたことは言うまでもない。
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訳注32 ⽝ドイツ・スイス旅行記⽞第 11 巻，206-232 頁に収録されている⽛哲学的
ひねくれ者たち⽜（„Philosophische Querköpfe“）というタイトルの項を参照。
Vgl. GA I/7, S. 385 Anm. 9’.
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ト・アン・デア・オーデルの特任教授（a. o. Professor）（哲学）。フィヒテが
⽛完全指向が非常に高い⽜という形容詞句を用いているのは，クルークの⽝啓
示宗教の完全指向にかんする書簡⽞（Briefe über die Perfektibilität der
geoffenbahrten Religion, Jena und Leipzig 1795）へのあてつけ。Vgl. GA I/7,
S. 385 Anm. 10.
訳注34 ⽝ドイツ・スイス旅行記⽞第 11 巻，127 頁参照。Vgl. GA I/7, S. 386 Anm.
11.
訳注35 クルーク⽝私の人生哲学からの断章⽞第⚑集・第⚒集（Bruchstücke aus
meiner Lebensphilosophie, 1. Sammlung und 2. Sammlung, Berlin und Stettin
1800 und 1801）のこと。Vgl. GA I/7, S. 386 Anm. 12.
訳注36 クルークはこのようなフィヒテの推測に対して，⽝一般文芸新聞⽞
（Allgemeine Literatur-Zeitung. 以降，ALZと略記）の 1801 年 6 月 25 日付



























(⚑) たとえば，ニコライの旅行書の第⚖巻，337 頁以下訳注38 を参照。
(⚒) 冒頭で言及した訳注39 紹介書評が掲載されている⽝新ドイツ叢書⽞
の分冊 387（第 56 巻第 1号第 2分冊）の，この紹介書評のすぐ前に載って
いるクルークの本の書評訳注40 を参照。
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訳注37 クルーク⽝法哲学のための箴言集⽞第⚑巻（Aphorismen zur Philosophie
des Rechts, Bd. 1, Leibzig 1800）のこと。Vgl. GA I/7, S. 386 Anm. 14.






















































338）。Vgl. GA I/7, S. 386 Anm. 2.
訳注39 本書の⽛序論⽜の訳注⚔（⽝藤女子大学キリスト教文化研究所紀要⽞第 17
号，2018 年⚓月，107 頁）参照。
訳注40 Rezension: „Aphorismen zur Philosophie des Rechts, von Wilhelm
Traugott Krug. Erster Band, Leibzig, bey Roch und Compagnie. 1800. 170 S.
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訳注41 シラー編⽝月刊 ホーレン⽞（Die Horen eine Monatsschrift herausgege-
ben von Schiller, Tübingen 1795-1797）。
訳注42 Vgl. Beschreibung einer Reise durch Deutschland und die Schweiz, Bd.
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訳注45 シェリングは自著⽝自然哲学についての諸考察⽞（Ideen zu einer
Philosophie der Natur, Leibzig 1797.）に対する書評のことで，⽝一般文芸新
聞⽞の編集者であるシュッツ（Christian Gottfried Schütz, 1747-1832）とフー
フェラント（Gottlieb Hufeland, 1760-1817）と論争していた。Vgl. GA I/7, S.
389 Anm. 2.
訳注46 1796 年の中盤から⽝一般文芸新聞⽞の批評家だったアウグスト・ヴィル
ヘルム・シュレーゲル（August Wilhelm Schlegel, 1767-1845）は，1799 年に
同新聞と袂を分かった。Vgl. GA I/7, S. 389 Anm. 3.
訳注47 SW版では⽛運命⽜（Fatum）の代わりに⽛事実⽜（Factum）となってい
る。
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訳注50 NADB, Bd. 56, S. 148 fg. Vgl. GA I/7, S. 389 Anm. 13.




































きったことだが，彼を除いては！⽜Vgl. GA I/7, S. 390 Anm. 14.
訳注52 NADB, Bd. 56, S. 176 Anm. Vgl. GA I/7, S. 390 Anm. 15.
訳注53 本書の⽛序論⽜の訳注⚔（⽝藤女子大学キリスト教文化研究所紀要⽞第 17







































































































信頼が確実に低下することになったのである⽜。Vgl. GA I/7, S. 389 f. Anm.
4.
訳注54 Vgl. NADB, Bd. 56, S. 144 fg.; GA I/7, S. 390 Anm. 5.
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判断に際して個人的な事情に配慮することができるだけないようにする，
という理念を構想した⽜。Vgl. GA I/7, S. 390 Anm. 6.
訳注56 Vgl. NADB, Bd. 56, S. 145.⽛功績のある学識者たちの企画により，1785
年にイェーナで似たような仕組みで運営されている⽝一般文芸新聞⽞が発刊
された。似たような仕組みというのは，この新聞のもとにもドイツ全国全
州から集まった寄稿者が結集しているからである⽜。Vgl. GA I/7, S. 391
Anm. 7.
訳注57 訳注 52 の引用文参照。Vgl. GA I/7, S. 391 Anm. 8.
訳注58 Vgl. NADB, Bd. 56, S. 143.⽛他に挙げると，別の学術新聞やその紹介書評
新聞で起こっているような論争を紹介して批評することは，この叢書にお
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⽝ドイツ百科叢書⽞の当時の経営陣［アカデミー版編者による注釈：ボーン

























イが上で指しているのは次の書評。Rezension: „Grundlage der gesammten
Wissenschaftslehre, als Handschrift fr seine Zuhrer, von Johann Gottlieb
Fichte. Leibzig, bey Gabler. 1794.“, in NADB, Bd. 18, St. 2, Kiel 1795, S. 355-
364.⽛Mm.⽜の署名あり。⽝新ドイツ百科叢書⽞において普段⽛Mm.⽜と署名
していた書評者はベティガー（Karl August Böttiger, 1760-1835：ドイツの
文献学者，考古学者）。Vgl. GA I/7, S. 391 f. Anm. 10.
訳注60 カール・エルンスト・ボーン（Karl Ernst Bohn, 1749-1827）：ハンブルク
の出版業者。ニコライが再び引き継ぐまで，⽝新ドイツ百科叢書⽞の発行者
だった。Vgl. GA I/7, S. 392 Anm. 11.
なってしまったこの叢書の最初の巻がニコライのところで刊行されると
ともに，⽝一般文芸新聞⽞に対する読者の信頼がシェリングとの論争を通
じて今まさに低下している最中であるこの時に，こうしたいきさつにつ
いてきちんと説明し，そうすることによって，この新聞が読者の信頼を
携えて今やどこへ向けて舵を切るべきなのか読者に知ってもらうことで
ある。
したがってあの紹介書評は，その真の規定に従って言えば，旧版の叢
書に対する昔からの信頼の差し押さえ状である。こうした信頼の低下に
ついて昔の編集者はやはり若干の手がかりを摑んでいるにちがいないの
だ。
切に願わくは，感覚が鋭く見事に的を射るシュッツ宮廷顧問官殿があ
の紹介書評のこのような本当のねらいに気づくなんてことではなくて，
これはもっぱら両シュレーゲル，シェリング，フィヒテといった奴儕を
散々ぱら鞭で打っているだけだとまっすぐ鵜呑みにしていただきたい。
そしてまた，この注がけっして彼の目にとまりませんことを。なぜなら，
さもないと─，私たちはニコライ氏の立場になど立ちたくないのだ。
さらには，もしかすると，私たちがかの偉大な文学機関の名誉と隆盛に
対して現を抜かすことは，私たち自身にとってもためにならないのでは
なかろうか。
（第⚖章以降は次号以降に続く）
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